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「大学による地方創生人材教育プログラム構築事業（COC+R）」は、令和２年度から、地域の知の拠点と

しての大学が、他の大学等や自治体、地域の企業等と協働し、地域が求める人材を養成するための教育改

革を実行するとともに、出口（就職先）と一体となった教育プログラムを実施することで、若者の地元定

着と地域活性化を推進することを目的として実施されている。 

このたび、事業開始から２年が経過したことを受け、選定された４件の事業について、「中間評価」を

実施した。本中間評価は、各事業の達成状況や成果等について評価を行い、その結果を各大学に示し適切

な助言を行うとともに、社会に公表することにより、各事業の更なる充実を促すことを目的とするもので

ある。 

評価結果は、４件すべてが「A：計画どおりの取組であり、現行の努力を継続することによって本事業

の目的を達成することが期待できる」であった。また、事業の共通目標のうち中間年度において実績のは

かれる「開設プログラム数」は４件ともすべて達成し、「総受講者数」は４件とも達成率１２０％以上と

なっており、着実に事業が実施されている。これらは、各大学が様々な取組を推進して事業目標の達成に

努力している結果であると考えられる。なお、各大学とも目標を達成するために順調に進捗している取組

もしくは先導的な取組については、評価結果の「コメント」に「優れている点」として具体的に記載して

いる。 

他方で、一部の事業については以下のような改善を要する点があげられる。 

・プログラムの開講日が重なり、受講できない学生がいるので、機会を失うことがないような設定が必要

である。［山梨県立大学］ 

・大学独自で設定している目標のうち、教育プログラム受講生の SDGs理解度に関しては、目標 90％以上

に対して 57.2％の実績となっている。目標未達の分析を踏まえた理解度向上の取組計画もあることか

ら、今後の進展に期待したい。［岡山県立大学］ 

・企業採用力（地域をけん引する人材が当該企業を選び、成長できるための職場環境の改善や募集活動の

工夫）や経営力の向上に向けて、大学との「共創」を促進するために、参加校の卒業生調査などを一層

活用し、地域における人材ニーズの把握に努めることが必要である。［徳島大学］ 

これらに加え、今回の中間評価を通じて、令和２年度の選定時に付された留意事項や令和３年度のフォ

ローアップ時に示された指導・助言に基づき、各大学がより効果的・効率的な事業の推進に努めているこ

とが確認できた。 

事業を実施する各大学においては、以上のように、新型コロナ禍の発生・継続・拡大する状況下におい

て、申請時における事業計画を順調に進行させ「本事業の目的を達成することが期待できる」との評価を

得たことは、関係者の甚大な努力によるものであると思料している。最終評価の結果においては、「計画

を超えた取組」と評価されて「S評価」となり、新しい事業モデルの創出へと進展することを願っている。

各大学は、今回の中間評価を踏まえて、補助期間終了後も見据えて、今後とも事業協働機関と一体になっ

て各取組を力強く実施し、これにより、本事業の目的とする教育改革が進展するとともに、これからも大

学が地域における「知の拠点」として、地方創生の進展に大きく寄与することを強く期待している。 



区分 件数

S 0

A 4

B 0

C 0

D 0

設置
区分

COC+R大学名 事業名
評価
区分

国立 信州大学 地域基幹産業を再定義･創新する人材創出プログラム「ENGINE」 A

公立 山梨県立大学 VUCA時代の成長戦略を支える実践的教育プログラム A

公立 岡山県立大学 「吉備の杜」創造戦略プロジェクト－雑草型人材育成を目指して－ A

国立 徳島大学 とくしま創生人材・企業共創プログラム A
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取組に遅れが見られるなど、総じて計画を下回る取組であり、本事業の目的を達成するため
には、当初計画に基づく目標の早急な達成や事業規模の縮小等に向け、財政支援の縮小を含
めた事業計画の抜本的な見直しが必要である。
現在までの進捗状況に鑑み、本事業の目的を達成できる見通しがないと思われるため、選定
大学等への財政支援を中止することが必要である。

総括評価

評価

計画を超えた取組であり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を十分に達成す
ることが期待できる。
計画どおりの取組であり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を達成すること
が期待できる。
一部で計画と同等又はそれ以上の取組もみられるものの、計画を下回る取組があり、本事業
の目的を達成するには、助言等を考慮し、一層の努力が必要である。
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